
株
式
譲
渡
益
な
ど
の
金
融
所
得
が
年
間
１

億
円
以
上
の
富
裕
層
は
減
税
に
な
る
税
制
で

す
。
（
図
１
参
照
）
他
方
、
誰
も
が
負
担
す

る
消
費
税
は
Ⅰ
Ｍ
Ｆ
（
国
際
通
貨
基
金
）
が

昨
年
11
月
、
日
本
は
２
０
３
０
年
ま
で
に
15

％
に
上
げ
る
よ
う
に
要
請
。
こ
の
ま
ま
黙
っ

て
い
る
と
増
税
げ
さ
れ
ま
す
。
ま
た
法
人
税

減
税
で
消
費
税
中
心
の
税
制
に
な
り
、
庶
民

へ
の
負
担
は
増
え
て
い
ま
す
（
図
２
参
照
）
。

下
の
図
を
見
て
く
だ
さ
い
。
年
度
は
違
い

ま
す
が
、
ど
れ
も
安
倍
政
権
下
の
統
計
グ
ラ

フ
で
す
。
図
３
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
恩
恵
を

受
け
た
部
門
で
す
。
図
４
は
富
裕
層
の
伸
び

と
「
貯
蓄
ゼ
ロ
」
と
い
う
貧
困
の
格
差
を
示

し
て
い
ま
す
。
歌
人
石
川
啄
木
の
１
０
０
年

前
の
日
本
社
会
と
今
も
同
じ
で
す
。

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

安
倍
政
治
に
自
ら
の
将
来
を
託
す
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
。
各
国
で
民
衆
の
大
き
な
行

動
が
報
道
さ
れ
ま
す
。
日
本
各
地
で
も
様
々

な
声
と
行
動
が
あ
り
ま
す
。
あ
ま
り
に
も
酷

い
安
倍
政
権
の
格
差
と
貧
困
、
戦
争
政
策
に

反
対
す
る
声
と
行
動
を
、
も
っ
と
大
き
く
広

く
つ
く
り
出
し
ま
し
ょ
う
。
民
衆
・
市
民
・

労
働
組
合
と
野
党
と
の
共
同
の
闘
い
を
全
国

各
地
で
大
き
く
拡
げ
る
年
に
し
ま
し
ょ
う
。
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深まる格差と貧困 沈黙は安倍政治を助長するだけ

安
倍
首
相
は
毎
年
元
日
に
「
年
頭
所
感
」
を
発
表
し
ま
す
。
昨
年
は
「
景
気
回
復
の
温
か
い

風
が
全
国
津
々
浦
々
に
届
き
始
め
た
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
子
ど
も
か
ら
現
役
世
代
、
お
年
寄

り
ま
で
、
全
て
の
世
代
が
安
心
で
き
る
よ
う
、
社
会
保
障
制
度
を
、
全
世
代
型
へ
と
大
き
く
転

換
し
、
女
性
も
、
男
性
も
、
若
者
も
高
齢
者
も
、
障
害
や
難
病
の
あ
る
方
も
、
誰
も
が
そ
の
能

力
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
『
一
億
総
活
躍
社
会
』
が
本
格
始
動
」と
述
べ
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
実
態
は
、
大
手
大
企
業
の
株
価
の
上
昇
と
株
主
へ
の
高
配
当
、
「
内
部
留
保
」
の

蓄
積
に
回
る
ば
か
り
で
す
。
さ
ら
に
税
制
で
は
一
部
富
裕
層
の
金
融
所
得
が
優
遇
さ
れ
て
い

ま
す
。
確
か
に
就
職
口
は
あ
る
も
の
の
、
低
賃
金
と
使
い
捨
て
が
当
た
り
前
で
あ
り
、
安
倍
首

相
が
言
う
「一
億
総
活
躍
」と
は
ほ
ど
遠
い
状
況
で
す
。

そ
の
現
実
を
安
倍
政
権
下
の
い
く
つ
か
の
統
計
を
見
る
と
事
態
は
深
刻
で
す
。
。

２
０
２
０
年
、
み
ん
な
で
声
を
拡
げ
よ
う
！

高
額
金
融
所
得
の
富
裕
層
を
減
税

や
が
て
消
費
税
は
15
％
ま
で
増
税
へ（東洋経済 17年12月ＨＰより）

図ー１

図ー２

は
た
ら
け
ど
、
は
た
ら
け
ど
猶
わ
が
生
活
楽
に

な
お

な
ら
ざ
り
（１
９
１
０
年
７
月
26
日

石
川
啄
木
）

図ー３

図ー４

（ｅｄＩｔｏ 16年11月 ＨＰより） （ｅｄＩｔｏ １７年１０月 ＨＰより）

（東洋経済 17年12月ＨＰより）


